
貴 社 名  

ご連絡先 
〒 

℡: 

ご 氏 名 ① ② ③ 

お 役 職    

参加無料 

６月２５日（月） 

平成 30 年 

16：０0～  

ホテル日航福岡 
        ３階 都久志の間 

 
 

下記参加申込書にご記入のうえ，FAX にてお申込み下さい。

※受付票等は発行いたしません。当日は，「申込書」又は「名刺」にて受付いたします。 ※申込締切 6 月 18 日(月) 

お問合せ先：福岡商工会議所 地域振興部 田口、三笘 TEL 092-441-1118 FAX 092-441-1149 

※お申込枠が不足の際には、恐れ入りますが本紙をコピーしてお申込み下さい。

※ご記入いただきました情報は，商工会議所からの各種連絡・情報提供のために利用するほか，参加者の統計調査分析のために利用する 

 ことがあります。 

台北市生まれ、輔仁大学卒。1982 年に

台湾外交部（外務省に相当）入りし、日

本担当となる。台北駐日経済文化弁事処

顧問などを経て、2013 年、台北駐福岡

経済文化弁事処の処長に就任した。 

福岡商工会議所 観光・飲食部会 主催 
 (部会長=粥川昌洋・㈱極東フーズコーポレーション 代表取締役社長) 

インバウンド
対策セミナー

【第２部】17：０0～1７：３0 講演：福岡市観光コンベンション部 
クルーズ課 

「博多港におけるクルーズ船寄港について」 

定員１００名 

福岡市を訪れた外国人観光客は6年連続で過去最高を更新しており、昨年は286万人となりました。 

日本政策金融公庫が実施した調査によると、宿泊業、飲食業、小売業、運輸業を営む中小事業者のうち、

インバウンド対応を行なう中小事業者の30.7％（未対応事業者は19.2％）が「直近3年間の売上は増加」

と回答しており、インバウンド需要の獲得は売上拡大、競争力強化を図るうえで重要なビジネスチャンス

となっています。 

その状況を踏まえ、観光・飲食部会では、外国人観光客の中でも年間約30万人が福岡市を訪れる「台湾」

に焦点をあて、 

第一部では、『台湾人から見る市内中小事業者のインバウンド受入における課題や問題点』等につ

いて台湾と福岡の懸け橋となり、台湾からの観光客増加に貢献された戎氏より分かり易く講演いたします。

また、第二部では、「博多港へのクルーズ船による最新のインバウンドの受入状況」について福岡市担当

者による情報提供セミナーを開催いたしますので、皆様、奮ってご参加ください。 ※日本政策金融公庫総合研究所 

「外国人観光客の受け入れに関するアンケート」

引用

【第１部】16：０0～17：０0 講演：戎 義俊 氏 

「台湾との観光交流を考える」 えびす  よしとし 

 

戎 義俊 氏

台北駐福岡経済文化弁事処 

所長 

 まだ間に合う！ 


